
開催概要

１ 日時

2019年4月20日（土）12:30～15:30（会議10:00～）

※ 大潮、最干15:24、潮位10cm。雨天時は翌日に順延（同時刻）

２ 場所

旧県漁協吉佐支店山口きらら支所、南潟



３ 主催等

主催：椹野川流域連携促進協議会

山口県漁業協同組合吉佐支店山口支所

協力：協議会ＷＧ

４ スケジュール

（10:00 ～ 11:30 協議会会議）

12:30 ～ 受付開始

試食会（あさり汁、山菜の天ぷらなど）

13:15 ～ 13:35 開会式・説明

13:45 干潟に移動

14:00 ～ 15:25 干潟再生活動

① 干潟耕耘

② あさり再生活動

③ 潮干狩り

④ 生き物観察会

15:30 作業終了・集合写真



干潟耕耘・あさり再生活動の実施方法 3

耕耘区

＜2018年4月＞

・冠水時間の長い沖側

・20m×15mの区画を耕耘

・被覆網（2m四方×24枚）を設置

→ アサリは着底し、順調に成長

2018年3月撮影：山口市環境政策課



4

2017年に設置

・状況：砂の堆積量が多い西側の方がアサリの成長が良好？

・問題：沖側はアサリの運搬が大変…
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2018年3月撮影：山口市環境政策課

網1枚（15㎡）当たり15～30kgを収穫した被覆網

2019年の収穫量はどうなるか…



2019年度の実施（案） 5

2018年3月撮影：山口市環境政策課西側

＜2019年度の活動の方向性＞

・なるべく岸に近い場所に被覆網を（作業負担減）

・東側はカブトガニの生息数が多いため、なるべく西側に網を

・岸側でアサリを育成するには、どこからか砂の供給が必要

耕耘＋網



潮干狩り・被覆網の整理の実施（案） 6

・課題: 被覆網が増え、管理しきれていない箇所が。

・目標: 条件の良い地点で効率的にアサリを育てる。

・願望：大人も潮干狩りを体験。

: 全てのアサリを収穫（撤去）
3cm以上 → 参加者に配布
3cm未満 → 新たに設置する網にまく

※ 300人×0.5kg＝150kg 採れるか…

: 予備（撤去はしない）


